












こ の 年 鶴岡市のまち く

重視したい着眼点 

 

○挑戦 ､人を け投資を呼 込 環境の

整備 
 

○人 く 人材の確保 

○交流人口を増やす施策の実施 

 

 

○若者 子育 世代、高齢者、 害者 配慮し、誰

活躍 地域社会の構築 

 
 

○内的豊 さを重視し豊 自然 歴史、文化を伝承 

 

○ 循環 をキ ワ し 重視 

○対応 本格的国 都市への フ  

 

○コンパク ＋ネッ ワ ク 自立分散型社会

の実現 
 

 

○オンリ ワンを目指すプロ ェク の実施 

［文化や伝統 確立さ た 大 し 、新しいこ 挑戦 環境、人 惹

け投資 呼び込 環境 発展 ］ 

［郷土愛 育 こ 定着 図 、魅力あ 教育 実践 多く 人材 確保

］ 

［様々 人 受入 進 、あ ゆ 施策 市民 満足 高 、他所 い く

生活 実現 こ 、交流人口 増や こ 人口減少社会 対応 ］ 

［精神的 豊 さ 実現 見直し、特有 自然、文化、歴史 大 こ 地域 価値 高

、発展 ］ 

［人や ネル ー 循環 ち 、あ ゆ 施策 循環 意識 こ 円滑 社会 発

展 ］ 

［地方都市 い ロー ル化、国 化へ 対応 、 本格的 国 化 踏

込 こ 創造的 社会 く ］ 

［コン ト ち く 進 中心市街地 空洞化 防止 地域 個性

活 た ネットワー 構築 こ 自立 散型 ち く ］ 

［個性 重視し、質 高い未来志向 プロジ ト 実施 こ 具体的 市民 わ や

い計画 く ］ 

 

 

［若者、子育 世代 選 ち 目指 、高齢者、 害者 優しく、誰 活躍

社会 構築 地域 発展 ］ 



こ の 年 鶴岡市のまち く 重視したい着眼点 対す  

                  羽黒地域振興懇談会委員の意見 

項 目 ○挑戦 ､人を け投資を呼 込 環境の整備 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○人 く 人材の確保 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○交流人口を増やす施策の実施 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 
○若者 子育 世代、高齢者、 害者 配慮し、誰 活躍 地域

社会の構築 

現状課題 

 

施策の方向 

 



項 目 ○内的豊 さを重視し豊 自然 歴史、文化の伝承 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○ 循環 をキ ワ し 重視 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○対応 本格的国 都市への フ  

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○コンパク ＋ネッ ワ ク 自立分散型社会の実現 

現状課題 

 

施策の方向 

 



項 目 ○オンリ ワンを目指すプロ ェク の実施 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○ 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○ 

現状課題 

 

施策の方向 

 

項 目 ○ 

現状課題 

 

施策の方向 
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総合計画 本計画 評価調書 
担 当 課 羽黒庁舎 総務企 課 

担当者 内線  観世安  (883-212) 

． 

現 本計画  

位置付  

章  地域振興 ン 施策 推進 

節 (2) 羽黒地域 

細節 1) 観 振興 

． 

施策項目 出羽 山 修験 再生 歴史文化 発信 

． 

施策に関わ  

現状 課題 

(1) 状況 

手向地区 羽黒山 門前 国指定 要文化財 善院黄金堂 神社や寺

院 参詣者 宿泊施設 あ 宿坊 存在 歴史的 文化 残 い  

2009 成21 発行 フ ン 観 ュ ン ン ン 羽黒

山 杉並木 わ わ 訪 価値 あ 場所 国宝五 塔 神合祭殿 斎館

寄道 訪 場所 選ば 2016 成28 4 自然 信仰 息 生

わ 旅 ～樹齢 300 超え 杉並木 2,446段 石段 始 出羽 山～ 日

本遺産認定 評価 高 い  

羽黒山中興 祖 別当 縁 東京都新島村 交流 行 い  

(2) 課  

ュ ン掲載時やDC ン ン等 一時的 増加 転 羽黒山及 そ 周

辺 訪 来客者数 本的 減少傾向 あ 門前 賑わいや活力 い  

少子高齢化 人 減少 生活様式 変化 地域 行う担い手 減少や 豪雪地域

日常生活 方 優 手向固 観 関心 薄 う 懸念

い  

加え 2013 成 10 国 認定 鶴岡 歴史的風致維持向 計

手向地区 点区域 置付 観形成等 整備 進 環境 整 業

推進 あ 財 状況や地域 民 意識 醸成 門前 体験等 魅力

向 策 課 い  

 

． 

取組

そ 評価 

手向地域 歴史的建造物や 保全 活用 い 以前 専門家 交え 調査 研

究 地域振興計 い 観 振興 いう観点 手向 魅力向

目指 成 25 鶴岡 歴史的風致維持向 計 国 認定

成 26 国 交付金 活用 わ 地域 民 観 対 意識 醸成 点

い 業展開 講演会や講 ン 開催 通 少 観 要性 地域活

性化 活用 理解 28 29 塀 塗 替え ン 活動 企 多

民 参加い 新聞 あ 29 観形成 業 助成制

設 手向 い 観 組 進 い  

 精進料理 い 羽黒 観 協会 出羽 山精進料理プ 連携 国内外

誘客 進 ンフ 作成 ン 出展等 通 ＰＲ活動 行う 英

語版ＨＰ 作成 情報発信 充 行 い 伝統 食文化 術

研鑽や知識 習得 向 研修 業 実施 い  

 う 活動 通 出羽 山 精進料理 そ 背 あ 歴史や信仰 伝 役割 担

い 羽黒地域 観 振興 寄与 い  

 出羽 山 貴 自然や歴史 文化 い 文化記念館 出羽 山 文書

講 や羽黒山歴史 訪 山伏修行体験塾 開催 観 客 対応 い 観

会 設置 羽黒山 案内 地域 後 者育成 図 い  

 組 出羽 山 精神文化や食文化 関心 高い外国人観 客 情報源 一

い 評価 後 日本遺産 認知 向 伴い 宿坊等 外国

人宿泊客 増加 期待  

 

 

様式 
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手向地域 宿泊施設 外国人宿泊者数            単 人泊 

成  成  成  

 ，  ，  

 

別当 縁 東京都新島村 毎 相互交流 特 児童 交流 通 新島

文化 知 理解 郷土 歴史認識や愛着 深  

 

歴史的 観保全活動 主 組  

H19   ○ 羽黒地域振興 ン 策定 H20.3  

門前 観 保全 活用 産業振興や交流 進 展望 

H   ○ 鶴岡 歴史的風致維持向 計 策定 H25.11  

              手向地区 点区域 設定 

        ○ 羽黒地域振興計 策定 H26.3  

             宿坊街 修 整備や精進料理プ 支援 門前 魅力向 推進 

H    門前 活動支援 魅力発信協議会 補助  

手向宿坊街家屋修 助成対象 準案作成 

手向宿坊街公共空間整備 関 調査 整備計 検討用  

歴 ン 開催 

H    門前 活動支援 魅力発信協議会 補助  

協定締結支援 

H    門前 活動支援 魅力発信協議会 補助  

協定締結支援 

手向宿坊街無電柱化方法検討 

手向 歩 プ作成 

H    門前 活動支援 魅力発信協議会 補助  

観形成 業補助 

手向 線電柱等撤去 

歩 設置 

手向宿坊街 わい 等支援 

 

精進料理 主 組  

 成 ～ 成  

  出羽 山 精進料理魅力発信 業支援 羽黒 観 協会 補助  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． 

施策に関連す

計画 

計 名 鶴岡 歴史的風致維持向 計  

計画期間 成 25 ～34  
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総合計画 本計画 評価調書 
担 当 課 羽黒庁舎 総務企 課 

担当者 内線  観世安  (883-212) 

． 

現 本計画  

位置付  

章  地域振興 ン 施策 推進 

節 (2) 羽黒地域 

細節 1) 観 振興 

． 

施策項目 ヶ岡開墾場 歴史的環境保存活用 地域活性化 

． 

施策に関わ  

現状 課題 

ヶ岡開墾場 明治初期 養蚕関連施設 残 日本 開拓史 貴 史跡 あ 施設 保

存 要 課 あ 開墾場 整備 い 合併前 旧羽黒 教育委員会 成

策定 国指定史跡 ヶ岡開墾場 本計 国 補助金 活用 所 者 次的 保

存改修 業 行 保存 観 点 一 成 28 土地

蚕 得 い  

成 26 3 ヶ岡 民及 関 業者 主体 ヶ岡地域振興 ン 策定

歴史 学 未来 開墾 歴史 学 人 集

ヶ岡 地域資源 活用 地域活性化 組 い 財 面や人的

盤 脆弱 あ ン 組 対 補助金 いう形 財 的 支援

行 い  

一方 い 史跡 ヶ岡開墾場 後 保存 活用 計 策定 組 い

施設等 管理 活用策 あわ 日本遺産認定 知名 プ 機会 捉え ヶ岡 訪

観 客や 内外 人 対 そ 魅力 い 発信 伝え ソフ 面 課

将来的 持 能 業 展開 地元 役割 あ 方 協議 検討

ば い  

 

． 

取組

そ 評価 

ヶ岡 成 地域 民 開墾場内 業経営者 ヶ岡地域振興会議 組

地域 意思疎通 図 文化講演会等 ン 実施 翌 成

ヶ岡 将来 方向性 い 検討 勉強会 開催 開墾場等 振興策や地域活動

実施 目的 会社 ㈱ ヶ岡産業 立 成 ヶ岡地域振興

ン策定委員会 発足 歴史的資源 活用 地域活性化 図 目的 総合的

ン ヶ岡地域振興 ン 策定  

ン策定 あ 策企 課 羽黒庁舎 社会教育課 務局 わ 具体

的 方策 構築 尽力 ヶ岡地域振興 ン 学ぶ魅力 や 泊 魅

力 発表 魅力 高 い 地域 実施 活性化 組 や活動 対

成 的 財 的支援 行う 茶 栽 等 新 試 や地元 伝統行

等 発信 進地視察や ヶ岡地域 史跡活用計 策定 通 民

意識醸成 繋  

 

主 組  

成     ヶ岡地域振興 ン策定補助金 ヶ岡開墾場  

成  

～    ヶ岡史跡建造物活用計 策定 業補助金 ヶ岡開墾場   

成      ヶ岡開墾場 ヶ岡地域振興 ン進行管理助言 業補助 ヶ岡開墾場  

成  

～   ヶ岡地域活性活動 業補助 ヶ岡地域振興会議  

 

． 

施策に関連す

計画 

計 名 羽黒地域振興計  

計画期間 成 26 ～30  

 

様式 
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総合計画 本計画 評価調書 
担 当 課 羽黒庁舎 産業建設課 

担当者 内線  横田 淳一郎 (883-122) 

． 

現 本計画  

位置付  

章  地域振興 ン 施策 

節 羽黒地域 

細節 観 振興 

． 

施策項目 支援等観 連携 周 滞在型観 誘客 強化 

． 

施策に関わ  

現状 課題 

内 村㈱ 設立以降 鶴岡 や 内 舞 多 等 撮影 行わ い  

セ 内 プンセ H25 内 村 プンセ 成 21 9

一般公開 22 11万 1千人 入場者 迎え 鶴岡 内 観 や文化産業

大 影響 与え い  

プンセ 入場者 昨 減少傾向 別表参照 あ 3万 2千

人 回復 見 石会社 撤退 何 い原 場所 一大観 地

周辺 山高原や出羽 山観 波及効果 大 山高原 プや活

性化 い  

計 本 や 誘致実績 あ 新 観 需要 掘 起 や産

業振興 い  

う 等 撮影 行わ 他 自治体 多 優遇措置

誘致 い プンセ 入場者 地域 活性化 向 地

活用方法 い 検討 い 必要 あ  

別表 プンセ 入場者数  

成  23 24 25 26 27 28 29 

入場者数 万人  8.1 5.8 4.9 5.2 3.9 2.8 3.2 
 

． 

取組

そ 評価 

羽黒 観 協会 助成 プンセ 出羽 山 既存 観 施設間 効果的 誘

案内 設置や 賑わい創出 作成 設置 観 客向 羽黒 ン ネ

ンフ 作成等 行  

募集や練習会場 確保 ワ プ会場 提供や 試写会 手配等

支援 行  

出演者や フ等 対 地場産品 提供 紹 H27 H28 東京都江戸川区 鶴

岡日本海寒鱈 in東京 ンセプ 鶴岡 観 や物産 ＰＲ 実施

3 旬 名 屋 PR活動 予定 い  

 

参考 撮影実績  

H27 殿 利息 超高 参勤交代  

CM: 日清 兵衛  

 

H28 君 仮面 BIMA-X  

: 勇者 七人  

 

H29 : ソン 仮 他一本 未公表  

: 陸羽西線 消え 女 西村京 郎 NHK BS 荒神  

企業プ ン 1社 

 

． 

施策に関連す

計画 

計画名  羽黒地域振興計  

計画期間  成 26 ～30  

 

様式 
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総合計画 本計画 評価調書 
担 当 課 羽黒庁舎産業建設課 

担当者 内線  前田 郷子  (883-113) 

． 

現 本計画  

位置付  

章  地域振興 ン 施策 

節 ( )羽黒地域 

細節 農業 振興 

． 

施策項目 条件不利地 休農地 再生 活用 

． 

施策に関わ  

現状 課題 

羽黒地域全体 農地 4,138ha あ 93.8ha 農地 直 耕起作業 い耕作放棄

地 い  

耕作放棄地 地利用 計画 整備さ 農業生産活動 行わ た国営造成事業

造成さ た 山山麓 含 い  

当該地区 ア パ ガ 筆頭 赤 枝豆 人参 ベ 20種類以

作物 栽培さ 園芸作物 栽培 盛 あ 一部 地 礫 多 た 排水不良や傾斜

あ 等 圃場条件 耕作 困難 状況 あ 労働力や後継者 不足等 要因 加わ

耕作放棄地 発生し い  

 

※耕作放棄地 推移 ha  

H26 H27 H28 H29 

99.6 104.3 96.7 93.8 

※農地面積 構成 

 田 通  牧草地 樹園地 耕地計 内 耕作 棄地 

面積 ｈａ  2,960 844 218 116 4,138 93.8 

構成比率 71.5％ 20.4％ 5.3％ 2.8％ 100.0％ 2.3％ 
 

． 

取組

そ 評価 

･ 成 20 度  休農地パ 羽黒地区農用地利用等調整委員会  

成 22 度  地域 ク 推進事業 山麓 地 耕作状況調査 耕作者へ ア

ンケ 調査 実施し 報告書 地営農 課題や今後 組 方法等

研修会 実施した  

成 23 度～ 耕作放棄地再生利用対策事業 実施 耕作放棄地 解消 図  

成 27 度～ 山 環境保全会 実施主体 除礫作業 実施 

 

 再生利用交付金事業 農地耕作条件改善事業 実施 滑 耕起 栽培管理

可能 農地 効利用 進 い  

 

 

単位：ha
実施 度

事業名 対象範囲

再生利用交付金事業 全域 0.72 1.67 4.17 1.01 0.41 7.98

農地耕作条件改善事業 月山麓 地 - 10.0 13.0 5.2 2.6 30.8

計成 度 成 度 成 度 成 度
成 0 度

予定

再生利用交付金 業  荒廃農地 再生 土壌改良 再生農地 作付 支援 

   農地耕作条件改善 業  除礫 

． 

施策に関連す

計画 

計画名  羽黒地域振興計  

計画期間  成 26 ～30  

様式 
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総合計画 本計画 評価調書 
担 当 課 羽黒庁舎産業建設課 

担当者 内線  前田郷子  (883-113) 

． 

現 本計画  

位置付  

章  地域振興 ン 施策 

節 ( )羽黒地域 

細節 農業 振興 

． 

施策項目  都 農村 交流 地域活性化 

． 

施策に関わ  

現状 課題 

国営造成事業 造成さ た 山山麓 殆 地利用 計画 整備さ 農業生産活動

行わ た  

当該地区 ア パ ガ 筆頭 赤 枝豆 20種類以 作物 栽培さ 園芸作

物 栽培 盛 あ  

11-3 団地 栽培さ い ア パ ガ ベ 赤 収穫体験や景観作物(コ

わ ) 栽培 誘客 図 交流 実施し い  

山山麓 民農園や旧 山高原活性化セン 山高原ハ ニ い

民間活力 活用 観や周辺観 施設 活 体験プ 作成や ン 等

開催 家族や プ等 楽 過 施設 効活用 図 組 実施 い

施設 老朽化や 候 影響 利用者数 減少 い  

ふ あいハ 営業状況 (日 人
成25 度 成26 度 成27 度 成28 度 成29 度

営業日数 82 81 108 73 53

人数 8,430 9,313 9,355 8,234 2,220  

． 

取組

そ 評価 

成 25 度～ 民農園 開設 営 通した農村交流 地域 活性化 図  

成 26 度～ 成 29 度 山高原ハ ニ パ ク あいハ 民間 営業 

(目的外使用) 

成 27 度  交流イベン ハ 園 作 う 開催 山高原周 マッ 作製 

成 28 度 秋 山高原 楽し う ワ ア ン ン 開催 山高原

ワ 誘導用 ぼ 設置  

成 29 度 わ コ へ 植栽支援 山高原 風景 ォ コンテ

開催 

 

 再生 農地 わ 栽 鑑賞や写真撮影等 来訪者 増加 地域

活性化  

 山 11-3団地利用組合 民農園 営 ン 開催等 民 交流 図

 

 誘客対策 山高原ハ ニ 具 ン 等 更新 必要 い 最

限 安全対策 修 い  
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事業名 月山麓庄内東部大規模 作営農強化プロ クト計画 補助事業

事業主体 月山 - 団地利用組合

成 度 成 度 成 度

遊休農地現状調査
交流イベント 体験農園実施
胡麻試験栽 検討

交流イベント 体験農園実施
重点品目 新規作物等 検討

HP立上
オ ナ 募集等

HP維持管理 HP維持管理

案内 板設置
民農園維持管理

草刈 整備用資材購入等
土づ 園地整備

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． 

施策に関連す

計画 

計画名  羽黒地域振興計  

計画期間 成 26 ～30  
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  総合計画 本計画 評価調書 
担 当 課 羽黒庁舎産業建設課 

担当者 内線  前田郷子  (883-113) 

． 

現 本計画  

位置付  

章  地域振興 ン 施策 

節 ( )羽黒地域 

細節 農業 振興 

． 

施策項目  園芸作物 産地強化 振興 

． 

施策に関わ  

現状 課題 

羽黒地域 庄 柿 ア パ ガ ベ 園芸作物 い 高品質 高収

量 安定した生産 推進す た 耕畜連携 土 推進し た  

当地域 畜産経営 盛 他 地域 比較し 畜産農家 家畜飼養頭数 多 い

た 羽黒高品質堆肥製造施設 羽黒堆肥センタ い 畜産農家 入 た畜糞

活用し 堆肥 製造 販売 水田 地へ 堆肥散 実施し た  

羽黒堆肥センタ 環境保全型農業直接支払交付金制度 堆肥散 特栽米 特栽園芸作

物 拡大 利用さ い 施設 特性 あ アン ニアガ 発生等 撹拌設備及

建物本体 金具類 劣化等 発生し 施設機能 維持 係 修繕等 行 い  

た 羽黒堆肥センタ 臭気 い 近隣 民 苦情 寄せ い  

羽黒地域 園芸作物 主 いたア パ ガ 生産者 高齢化 H28 発生した病

気 茎枯 病 た 生産量 し い 加工用枝豆 栽培 推進さ い  

 

庄内たがわ農協羽黒支所

品目

度 面積 取扱量 面積 取扱量

H24 1,344 47,298 4,043 104,360

H25 1,265 23,347 4,756 143,190

H26 1,366 48,417 4,462 77,960

H27 2,229 81,859 4,100 73,279

H28 5,375 122,510 3,736 83,455

H29 5,670 130,263 3,636 41,981

枝豆 加工用 含

面積：a   JA取扱量：㎏

枝豆 ア パラ
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． 

取組

そ 評価 

本所農 課 藤島庁舎 羽黒庁舎 ＪＡ 内 わ 堆肥製造施設統合 調整  

羽黒堆肥セン 活用及 修 い 畜産農家 交え 協議 行い故 い

撹拌装置 畜産農家 施設利用組合 修 行  

消臭対策 消臭 装置 設置 巻 ン 修 行  

ＪＡ 内 わ羽黒支所管内 堆肥散 経費助成 実施 い  

堆肥セン 臭気 情 い 即時 施設稼働停 等 対応 畜糞搬入畜産農家 研

修会や地域懇談会 開催  

臭気 ニ 制 臭気発生状況 情報収集 実施 い  

堆肥セン 堆肥利用 環境保全型農業直接支払交付金制 組 大 い

  

園芸作物関連 機械 入補助 業 経営面積 大化 図 い  

   

※高品質堆肥製造施設稼働状況

原料(t 販売(t 散 面積 ha)

H21 3,563.00 3,577.50 502.20

H22 3,404.40 3,181.60 416.20

H23 3,131.00 2,663.20 355.80

H24 2,788.00 2,458.80 337.90

H25 2,971.00 2,838.20 395.60

H26 2,390.00 2,458.50 342.40

H27 2,975.00 2,577.10 367.70

H28 3,036.00 2,739.70 394.60  
 

 

※環境保全型農業直接支払交付金制度にお 堆肥散 取組

Ｈ Ｈ Ｈ

散 面積 ｈａ 255.46 254.94 283.16  
 

補助事業取組状況 園芸 面積：ａ

事業内容

度 品目 件数
現状

面積

目標

面積
品目 件数

現状

面積

目標

面積

さ ぼ 2 127 184 人参 110 240

枝豆 1 1,600 2,200 30 82

枝豆 2 113.6 520

1 0 100
1,050

産地パワ アップ事業 経営体育成支援事業

1,300

H28 1

H29 枝豆 1

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． 

施策に関連す

計画 

計画名  羽黒地域振興計  

計画期間 成 26 ～30  

 


